
5 家 畜排泄物利用による青刈リヒエの栽培について (農試 県 北分場)

(1)背 景とねらい

現在青XUリヒエは水稲とほぼ同様の施肥 量で栽培されているが,よ り合理的な栽培法を確

立するため,家 畜排泄物を利用した栽培試験をおこなった結果,若 子の知見が得 られたので

参考に供したい。

121 技術内容

自給肥料の牛厩肥あるいはおがくず入 り牛糞を3～ 61/10a施 用すれば,化 学肥料無施

用でも,慣 行栽培並の収重が得 られ,か つ土壌の無機養分状態は低下 しない。

13)試 験成績の概要
・

1)試 験課題名 ;家畜排泄物施用による多収,土 壌保全

2)試 験年次及び場所 ;昭和 54～ 55年  農 試県北分場

3)試 験方法

tl)土 壊条件  中 組粒灰色低地土灰褐系  (全 国土壌統名安来統)

pH(H20)5.95 有 効りん酸 (トルオグ)16.6密

置換性塩基 Cao 213η ,Mgo 33 η ,K20 1lW

{2)試 験区の構成
(″/a)

(3)耕 種概要

育 首 ,ハ ウス内育苗

54年度 移 植 ;6月 6日 機械値   55年 度 移 植 ;6月 20機 械植

収穫 ;9月 7日 (乳熟期)     収 穫 ;10月 9日 (登熱期)

栽植密度 ;304cれX13.4cれ(2451れ″)栽 植密度 ;30cれ粗を協(238株/,〃)

(4)供 試 品 種  飛 騨在来

( 5 ) 試験 規 模  1 区 5 0 " f  l 区制

(6 }圃場戚水深  2 0～ 3o御 /d a y

紘  区    名 N P205 K2° 有 機 物 等 備 考

1 . 対   照 I

2.      ″       Il

3 . 厩   肥 I

4.      ″       ll

5.オ がクズ牛糞  1

0 . 6

0 . 9

2.0 1.0

厩  〃  肥 8 0 0 々

″     6的 々

オガクズ牛糞 80 0々

″      6 0 0枠

珪カルは10枠

頬 翻
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k8/c

4)試 験結果

① 収 曇調査結果 (54年 のオガクズ牛糞 1・ I区 は冷水流入事故のため参考データと

する。
昭 5 4

生革重
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③ 収 穫物の養分含有率 (%)(昭  54)
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pH 置換性塩基 吻 有 効 り ん酸

(トルオグを).LT20 KCI Cα 0 MgO K2°

I . 対   照 I

2.      ″       Il

3. 厩       月巴  I

4.      ″       Ⅱ

5.オ ガクズ牛糞  I

6.      ″

5!40

5.45

5,45
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20.8
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1 9 . 2
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2 0 . 8

/a  区    名 N P205 K20

1 . 対   照 I

2.      ″       ll

3 .厩    肥  I

4`       デ'        コ

5,オ ガクズ牛糞  I

6.       〃

1. 09
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(4)残 された問題点

ヒエ跡に水稲を作付する場合の施肥量

(5)参 考資料

1)昭 和 53年 度県北分場試験成績書

2)昭 和 53年 度指導上の参考事項 「オガクズ入 り堆肥の畑施用上の留意点」

(6)指 導上の留意点

1)施 用塁は農家の事情によって加械する。労力の面では3t施 用が有利であるし,厩 肥  |

等の処理をも考慮すれば 6tま で施用できる。

2)硝 酸態窒素の吸収を防ぐため,生 育期間中はできるだけ湛水状態にする。
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